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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
年
を
穏
や
か
に
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い

て
自
治
会
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

近
年
は
、
災
害
が
激
甚
化
・
多
発
化
し
て
お
り
、
昨
年
も
地
震
や
渇
水
、

豪
雨
、
台
風
な
ど
の
災
害
が
全
国
で
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
地
域
防

災
力
の
向
上
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
が
大
変
重
要
で
あ

る
と
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
役
員
の
担
い
手
不
足
な
ど
、

自
治
会
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
対
処
す
る
に
は
、
地
域
の
連
帯
感

を
深
め
、
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
助
け
合
い
、
支
え

合
い
が
で
き
る
関
係
の
強
化
を
図
っ
て
行
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
自
治
会
活
動
に
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
自
治
会
の
更
な
る
発
展

と
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

湖
山
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
）
は
、「
湖
山
西
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
」

を
平
成
二
十
一
年
度
に
策
定
し
、「
安
心
・
安
全
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
れ

る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
四
年
度
か
ら
、
組
織
を
「
人
づ
く
り
人
権

交
流
部
会
」「
健
康
福
祉
部
会
」「
安
心
安
全
環
境

部
会
」
の
三
つ
の
部
会
に
編
成
し
ま
し
た
。
各
部

会
は
、
湖
山
西
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
の
基
本

目
標
（
八
項
目
）
を
踏
ま
え
て
事
業
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　
「
人
づ
く
り
人
権
交
流
部
会
」
で
は
、
湖
山
西
ワ

ク
ワ
ク
ま
つ
り
、
西
っ
子
の
つ
ど
い
、
生
涯
学
習

事
業
、
湖
山
西
教
室
（
三
十
一
種
類
）、
夏
休
み
期

間
中
の
夕
方
・
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
福
祉
部
会
」

で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
、
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
等
の

事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
「
安
心
安
全
環
境
部

会
」
で
は
、
湖
山
池

北
岸
環
境
美
化
活
動
、

交
通
安
全
運
動
、
防

災
訓
練
等
の
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

湖
山
西
地
区

地
域
の
つ
な
が
り
の

地
域
の
つ
な
が
り
の

��

強
化
に
向
け
て

強
化
に
向
け
て

　
湖
山
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
湖
山
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会  

��

会
⻑
会
⻑
　　
山
本
慶
治
郎

山
本
慶
治
郎

　

広
報
紙
と
し
て
、
湖

山
西
だ
よ
り
（
旧
「
湖

山
西
公
民
館
だ
よ
り
」）

を
毎
月
発
行
、
ま
た
、

「
み
ん
な
の
ま
ち
湖
山

西
」
を
年
一
回
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

湖
山
西
ワ
ク
ワ
ク
ま

つ
り
は
、
十
月
下
旬
の

二
日
間
（
土
・
日
）
開

催
し
て
い
ま
す
。
作

品
展
示
は
、
公
民
館
教

室
、
一
般
、
小
学
校
児

童
、
中
学
校
生
徒
、
こ
ど
も
園
園
児
の
作
品
を
湖

山
西
地
区
体
育
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー

ジ
発
表
は
、
公
民
館
の
大
・
小
会
議
室
を
会
場
に
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
八
グ
ル
ー
プ
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
に
よ
る
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
射

的
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
か
ら
は
中
学
生

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
各
会
場
で
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
司
会
進
行
も

担
当
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
向
け
て
い
い
経
験
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

湖
山
池
北
岸
環
境
美
化
活
動
は
、
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
の
遊
歩
道
沿
い
の
草
刈
り
を
、
鳥
取

市
の
春
と
秋
の
一
斉
清
掃
の
前
日
（
土
曜
日
）
に

年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
四
年
か

ら
は
、
緑
の
募
金
事
業
交
付
金
を
利
用
し
て
花
苗

や
球
根
を
購
入
し
、
遊
歩
道
沿
い
に
植
え
て
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
協
議
会
は
、
町
民
運
動
会
、
ワ

ク
ワ
ク
ま
つ
り
、
敬
老
会
、
地
区
防
災
訓
練
等
の

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
気

軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
場
所
を
つ

く
り
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

湖山西ワクワクまつり

湖山地北岸環境美化活動
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美
保
南
地
区
に
は
「
美
保
南
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
を
基
点
に
十
七
の
各
種
団
体
が
あ

り
、
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
含
め
れ

ば
概
ね
二
十
に
及
ぶ
団
体
が
あ
り
ま
す
が
、

地
区
の
た
め
子
ど
も
達
の
育
成
に
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
見
守
り
隊
と
し
て
の

『
南
っ
子
ま
も
る
ん
じ
ゃ
ー
』
は
協
力
者
六
十

名
を
擁
し
、
小
学
校
下
校
時
の
見
守
り
安
全

を
日
々
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
小
学
校

と
協
調
し
、
下
校
時
間
の
変
更
や
イ
ン
フ
ル
等

で
ク
ラ
ス
閉
鎖
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
メ
ン
バ
ー

の
皆
様
に
は
ラ
イ
ン
で
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
四
回
の
交
通
安
全
運
動
で
は
事
前
説
明

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
に
は
小
学
校

長
や
幼
稚
園
・
保
育
園
長
も
参
加
さ
れ
、「
こ

の
地
区
か
ら
加
害
者
も
被
害
者
も
出
さ
な
い
」

を
目
標
に
交
通

安
全
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

期
間
中
に
は
交

通
安
全
広
報
車

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
録

音
を
小
学
生
に

依
頼
し
、
広
報

活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な

地
域
と
の
関
わ

り
を
通
じ
て
、

子
ど
も
達
に
は

地
区
の
皆
さ
ん

か
ら
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
醸
成
さ

れ
、
毎
年
六
年
生
は
卒
業
前
に
地
区
へ
の
感

謝
と
恩
返
し
と
し
て
地
区
内
清
掃
を
実
行
し

て
く
れ
ま
す
。

　

美
保
南
地
区
に
は
四
大
事
業
と
し
て
運
動

会
、
納
涼
祭
、
敬
老
祭
、
文
化
祭
が
あ
り
ま

す
が
、
地
区
誕
生
の
三
十
九
年
前
か
ら
欠
か

さ
ず
開
催
し
て
来
ま
し
た
。
や
は
り
地
域
活

性
化
に
は
「
ふ
れ
あ
い
、
絆
」
が
一
番
の
特
効

薬
で
、
将
来
に
向
か
っ
て
繋
ぐ
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
特
色
と

し
て
は
、
美
保
南
小
学
校
を
卒
業
し
た
南
中

学
校
生
や
、
大
学
生
の
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
、
販
売
ブ
ー
ス
を
担
当
す
る
な
ど
世

代
を
超
え
た
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
関
係
で
は
今
年
も
六
月
に
小
学

校
で
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

は
水
害
避
難
を
想
定
し
、
百
二
十
人
規
模
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
受
付
の

際
に
〝
要
介
護
者
〟〝
妊
婦
〟〝
病
弱
者
〟
を

把
握
し
、
教
室
ご
と
に
避
難
箇
所
を
設
け
た

こ
と
で
す
。
避
難
器
具
や
用
品
は
宝
く
じ
助

成
の
二
百
万
円
の
活
用
で
あ
る
程
度
は
充
実
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
て
完
全
で
は
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
地
区
活
動
費
助
成
で
地
区
への
貢

献
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
目
立
っ
た
動
き
と
し
て
は
、

鳥
取
大
学
の
学
生
か
ら
「
美
保
南
の
地
域
づ

く
り
を
学
び
た
い
」
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

七
月
か
ら
教
授
を
交
え
て
学
生
た
ち
の
活
動

や
目
標
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
今
で

は
各
種
団
体
の
会
合
に
学
生
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
地
区
と
し
て
も
若
者
の
意
見
は
地
区

づ
く
り
に
お
い
て
大
変
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の一
部
か
ら
は
卒
論
の
題
材
に
し
た
い
と

の
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

　

地
区
づ
く
り
活
動
に
他
の
地
区
と
大
き
な

相
違
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
美
保
南
地
区
は
各

種
委
員
の
定
数
不
足
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
は

誇
り
と
言
え
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
や
交
通

美
保
南
地
区

地
域
活
性
化
に
は

地
域
活
性
化
に
は

��「
ふ
れ
あ
い
、絆
」が
一
番
！

「
ふ
れ
あ
い
、絆
」が
一
番
！

　
美
保
南
地
区
区
長
会

　
美
保
南
地
区
区
長
会  

��

会
⻑
会
⻑
　　
西
原
牧
夫

西
原
牧
夫

信号機渡り初め式での見守り（南っ子まもるんじゃー）

　

賀
露
町
自

治
会
（
地
区

民
約
五
千
人
）

は
、
賀
露
町

十
町
内
会
と

南
隈
の
計
十
一

町
内
会
で
組

織
し
、
十
九

の
各
種
団
体

が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
活

発
に
活
動
し
、

安
心
・
安
全
で

明
る
く
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
誇
れ
る
の
が
「
校
区
民

文
化
祭
」で
す
。
本
年
度
は
、十
月
五
日（
日
）

に
第
四
十
八
回
の
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
昭
和
五
十
三
年
に
「
公
民
館
祭
」
と
し
て

始
ま
り
、令
和
三
年
よ
り
「
校
区
民
文
化
祭
」

と
名
称
を
改
め
て
い
ま
す
。）

　

今
年
の
イ
ベン
ト
参
加
は
、
団
体
お
よ
び
個

人
合
わ
せ
て
四
十
八
組
、
来
場
者
は
約
千
人

に
上
り
ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
実
行
委
員

会
を
設
立
し
、
参
加
者
へ
の
説
明
会
の
実
施
、

会
場
環
境
の
整
備
な
ど
、
約
四
か
月
に
わ
た

る
準
備
期
間
を
要
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
校
区
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
が
発
揮
さ
れ
る
場
と
な
っ
て
お
り
、
地

域
づ
く
り
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
特

筆
す
べ
き
こ
と
は
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
躍
ぶ
り
で
し
た
。
明
る
く
、
元
気
な
声
で

活
動
す
る
姿
は
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。

第
四
十
八
回
校
区
民
文
化
祭
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
屋
外
模
擬
店
…
十
三
店
舗

・
イ
ベ
ン
ト
…
…
十
二
企
画

・
出
展
作
品
…
…
二
十
三
組

　

�（
手
芸
、
絵
画
、
写
真
、
書
道
、
陶
芸
、

小
説
ほ
か
）

・
芸
能
発
表
…
…
十
組

　

�（
踊
り
、
コ
ー
ラ
ス
、
詩
吟
、
剣
舞
、
ピ

ア
ノ
演
奏
、伝
承
芸
能
「
ホ
ー
エ
ン
ヤ
節
」

ほ
か
）

・�

大
抽
選
会
…
…�

一
～
八
等
ま
で
約
七
十
個

の
景
品

　

本
文
化
祭
は
、
校
区
民
の
協
力
と
自
主
的

な
運
営
に
よ
り
円
滑
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
地
域
の
連
帯
と
文
化
振
興
に
寄
与

す
る
事
業
と
し

て
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

賀
露
地
区

地
域
の
誇
り　

み
ん
な
の
力
で

地
域
の
誇
り　

み
ん
な
の
力
で

つ
く
り
上
げ
た
校
区
民
文
化
祭

つ
く
り
上
げ
た
校
区
民
文
化
祭

　
賀
露
町
自
治
会

　
賀
露
町
自
治
会  

��

会
⻑
会
⻑
　　
芥
島
寿
美

芥
島
寿
美

～作品発表～

～芸能発表～

指
導
員
、
保
護
司
な
ど
の
委
員
選
出
に
お
い

て
も
定
員
不
足
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
、
地
域

の
安
全
安
心
を
目
指
し
て
活
動
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
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　初秋というのに夏日が続
く９月26日（金）土橋会長
以下20名が、岡山県総社市
の「国民宿舎サンロード吉備

路」にて開催された鳥取・岡山・姫路の三市姉妹交流会に参
加しました。この会は鳥取藩主池田公の縁により発足した後、
毎年交流を重ねています。
　当日は鳥取市から20名、姫路市から24名、岡山市から33名の合計77名の参加がありました。
　交流会は三部構成となっており、第一部は研修会、第二部は昼食会、第三部は視察研修と進められま
した。
　第一部の研修会では、三市の会長挨拶に続き、来賓の大森岡山市長、田口岡山市議会議長より祝辞を
いただいた後、研修会共通テーマの「自治組織の予算について」を岡山市、鳥取市、姫路市の順で発表
し活発な意見交換が行われました。
　会の終わりには次期開催地である鳥取市から歓迎の挨拶を述べ、その後一同で記念撮影を行い第一部
は終了しました。
　第二部の昼食会は同会館の大広間で行われ、岡山名物の「ままかり」などの食材に舌鼓を打ち、和や
かなうちに終了。
　第三部は、会場近くにある旧足守藩主木下家の庭園「近水園（おみずえん）」を見学し、その後、前
方後円墳としては全国４番目の規模を誇る「造山古墳」（前長350ｍ、高さ27ｍ～ 33ｍ）を見学。５世
紀初頭にこれほどの規模の古墳を造営した技術等に圧倒され、有意義な三市交流会となりました。その
後、来年の鳥取市での再会を誓い散会しました。� （文責：稲田　宗万）

令和７年度令和７年度

三市姉妹交流会に三市姉妹交流会に
参加して参加して

　令和７年７月１日、鳥取市総合福祉センター「さ
ざんか会館」で、地区会長さんや町内会長さんなど、
73名に参加いただき、町内会長研修会を開催しま
した。
　講師は米子市旗ヶ崎２区自治会役員の坂本正巳
さんで「デジタルで自治会活性化！」と題して、
講演をして頂きました。
　会員数360世帯の同自治会は一時、次年度の役
員のなり手がいないという存続の危機に陥りまし
たが、２年前に改革に着手しました。それは、事
業の見直しと、通信アプリLINE（ライン）を使っ
たデジタル回覧板の導入です。
　事業の見直しでは、参加者のない活動や時代遅
れの活動は一旦中止するか廃止。参加者がいる活
動や、やらないといけない事業は、やり方を工夫
して残す。また、義務を選択にして、やりたくな
い事はやらなくてもいい、やりたい事は自由に参

加できるなど。
　回覧板のデジ
タル化を導入し
た事で、印刷や
配布の手間が減
り、認識率をア
ップさせて、自
治会の事を知っ
てもらい、興味や関心にも繋げました。公式LINE
を選んだ理由としては、利用者が多い、登録者の
みに配信できる、一方通行の配信が可能、個人情
報を扱わなくてもいいなど。メニュー欄が作れて
様々な情報を、これひとつで提供できる事も選ん
だ理由です。
　デジタル導入後のフォローとして、スマホ教室
や紙の回覧板も併用して行っているとのことです。
� (文責：森田　松雄)

鳥取市自治連合会　町内会長研修会

 
掲載イメージ 
 
原稿サイズに合わせて加工願います。 
 
 
 
 

●一般廃棄物収集運搬（家庭ごみ・事業所ごみ） 
●一般廃棄物収集運搬（し尿くみとり） 
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久
松
地
区
は
、
二
十
町
内
会
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
区
域
は
鳥
取
城
跡
や
県

立
博
物
館
、
県
庁
な
ど
を
中
心
と
し
、
南
北

約
三
ｋｍ
の
い
わ
ゆ
る
山
の
手
通
り
沿
い
に
広

が
る
、
か
な
り
細
長
い
形
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
は
、
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

し
て
、
地
域
の
各
団
体
の
活
動
に
さ
ら
に
事

業
を
上
乗
せ
す
る
形
で
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

特
徴
的
な
事
業
と
し
て
、「
久
松
山
点
灯

事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
久
松
山
を
考
え
る
会

が
中
心
と
な
り
、
お
盆
に
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
犠
牲
者
の
鎮
魂
の
た
め
、
京
都
の
五
山

送
り
火
に
ち
な
ん
だ
「
大
」
の
字
を
山
頂
に

点
灯
。
年
末
年
始
に
は
、
そ
の
年
を
表
す
一

字
を
選
ん
で
二
ノ
丸
石
垣
に
文
字
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
て
い
ま
す
（
い
ず
れ
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
）。

　

今
年
度

か
ら
は
、

市
の
一
括

交
付
金
制

度
に
呼
応

し
、
公
民

館
が
行
う

生
涯
学
習

事
業
と
ま

ち
づ
く
り

協
議
会
が

実
施
す
る

ま
ち
づ
く

り
事
業
を
一
本
化
し
ま
し
た
（
組
織
と
予
算

を
統
合
）。
こ
れ
に
よ
り
市
か
ら
の
助
成
の

総
額
が
増
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

事
業
費
の
配
分
は
地
域
に
権
限
が
委
ね
ら

れ
、
そ
こ
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

当
地
区
は
住
宅
が
密
集
し
て
お
り
、
か
つ

て
は
人
口
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
育
っ
た

子
の
世
代
が
親
と
同
居
せ
ず
他
に
出
て
暮
ら

す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
、
空
き
家
の
増
加
は
か
な
り
の
速
度
で
進

ん
で
い
ま
す
。
町
内
会
活
動
へ
の
関
心
の
低

下
も
あ
っ
て
、
地
域
の
組
織
の
運
営
は
ど
ん

ど
ん
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
一
括
交
付
金
の
活
用
に

よ
っ
て
活
路
を
見
出
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
化
へ
の
対
応
、
災
害
へ
の

備
え
な
ど
喫
緊
の
課
題
は
多
く
、
策
定
か
ら

十
年
以
上
経
過
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計

画
の
見
直
し
と
合
わ
せ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
そ

れ
ら
地
域
課
題
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
鳥

取
城
跡
や
山
の
手
に
広
が
る
寺
社
仏
閣
な
ど

自
然
や
歴
史
・
文
化
資
源
を
生
か
し
、
地
域

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
よ
う
な
積
極
的
な

久
松
地
区

住
み
よ
い
久
松
地
区
を

住
み
よ
い
久
松
地
区
を

��
つ
く
る
会
に
つ
い
て

つ
く
る
会
に
つ
い
て

　
住
み
よ
い
久
松
地
区
を
つ
く
る
会

　
住
み
よ
い
久
松
地
区
を
つ
く
る
会  

��

会
⻑
会
⻑
　　
平
井
圭
介

平
井
圭
介

大文字点灯準備

年末年始の点灯「創」

　

鹿
野
町
の
秋
の
大
行
事
に
町
内
三
地
区
で

同
日
に
開
催
さ
れ
る
地
区
運
動
会
が
あ
り
ま

す
。
平
成
十
三
年
に
小
学
校
が
統
合
さ
れ
た

後
も
、
地
域
の
賑
わ
い
の
場
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

統
合
後
二
十
年
以
上
が
経
過
し
、
私
が
属

す
る
小
鷲
河
地
区
で
は
運
動
会
に
参
加
さ
れ

る
児
童
や
生
徒
だ
け
で
な
く
大
人
の
数
も
減

少
し
て
お
り
、
運
動
会
は
少
子
化
、
高
齢
化

の
進
行
を
目
の
当
た
り
に
す
る
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
地
区
で

は
地
区
公
民
館

が
中
心
と
な
っ

て
運
動
会
を
企

画
し
、
地
域
住

民
で
運
営
し
て

い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
企
画
の

際
、
小
さ
い
集

落
で
は
世
代
や

人
数
の
制
限
か

ら
参
加
者
を
集

め
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
事
情
を

鹿
野
地
区

地
域
と
つ
な
が
る

地
域
と
つ
な
が
る

��

小
鷲
河
地
区
防
災
運
動
会

小
鷲
河
地
区
防
災
運
動
会

　
鹿
野
町
自
治
会
長
会

　
鹿
野
町
自
治
会
長
会  

��

会
⻑
会
⻑
　　
三
谷
裕
之

三
谷
裕
之

考
慮
し
、
幾
度
と
な
く
種
目
の
見
直
し
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
後
、
一
昨
年
度
か
ら
「
防
災
運
動

会
」と
銘
打
っ
て
、消
火
器
や
バ
ケ
ツ
を
使
っ

た
リ
レ
ー
や
、
防
災
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
運
動
会
に
参
加
さ
れ
る
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
防
災
知
識
を
学

び
、
参
加
で
き
る
機
会
と
し
て
企
画
、
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
十
月
五
日
に
は
雨
天
の
た
め
他
の

二
地
区
が
運
動
会
を
中
止
す
る
な
か
、
旧
小

鷲
河
小
学
校
体
育
館
に
会
場
を
移
し
て
開
催

し
、
皆
さ
ん
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

火
災
や
土
砂
災
害
な
ど
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
に
は
日
頃
の
備
え
が
必
要

で
す
。
少
子
化
や
高
齢
化
が
進
行
し
て
も
、

そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
が
地
域
を
守
っ
て
い
く

取
り
組
み
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
小
鷲
河
地
区

防
災
運
動
会
は
、
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

有
効
な
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。

防災担架競走

防災〇×クイズ

取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
か
と
思
案
し
て
い
ま
す
。
一
括
交
付

金
移
行
に
よ
る
会
の
再
ス
タ
ー
ト
を
機
に
、

積
極
的
に
事
業
を
展
開
で
き
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。
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お求めは、各ネットショップにて
カイズファーム

TEL.0857-50-1112　https://www.kais-farm.com/

〒689-1121 鳥取県鳥取市南栄町34番地 （中央印刷株式会社）

鳥取県産
ブランド生

姜を
使った
生姜専門店 公式WEB インスタ

「楽天」「とっとり市」にも
出店しております

　令和７年度の
鳥取市自治連合
会研修視察は、
10月30日、31
日の２日間、中

国地方の「西の京」山口市を土橋会長以下19名が訪問
し、山口市の概要及び白石地域からの事例発表をうか
がい、意見交換を行いました。
　事例発表では、役員のなり手不足問題解決に取り組
んだ東白石自治会から「業務仕分け、平準化による自
治会役員確保の取り組み」について紹介がありました。
　解決策として、
○�ステップ１：「自治会の主な業務と業務分担」を整
理し「見える化」することで、会員に理解を広げる。
（会長・副会長の仕事内容が一覧表にまとめてある）
○�ステップ２：会長、副会長他の役員の業務分担調査
表を作成し、会長経験者等による「役員補佐」を設
けることで、役員の選任がスムーズになった。
　結果として、役員業務の軽減が図られ、また改選時
には役員への立候補も得られるようになるなど効果が
見られたとの説明には驚きがありました。役員のなり
手不足はどこの自治会でも頭を抱えている問題だと思

います。今後の自治会活動を考えるうえで大きな示唆
に富む内容だと思われました。
　第２の事例として、「白石地区の防災の取り組み」
について報告がありました。
○自主防災組織の普及方法
　・�市内の町内会をモデル自治会として選定し、先行

して組織を設立することで近隣の自治会に波及さ
せる。

　・�地域内に防災士を普及させて、防災士を中心に地
域に防災活動を広めていく。

○自主防災会の活動事例
　・�月１回程度、自主防災組織実行委員会を開催し、

開催を予定している救命救急講習会や防災講座並
びに発災実働訓練等の協議を行っている。

　以上のような活発な防災活動が展開されていること
に感心しました。これ
らを支える防災士や地
区住民のみなさんの努
力に敬意を表したいと
思います。
� （文責：山本　孝久）

　令和７年度全国自治会連合会富山県富山大会が、令
和７年10月23日に富山市の富山国際会議場で開催さ
れ、全国より650名が参加し、鳥取県自治会連合会か
らも６名が参加しました。
　式典は、北岡大会実行委員長の開会のことばで始ま
り、岩崎全国自治会連合会会長、新田富山県知事、藤
井富山市長のあいさつ、高市首相の祝辞メッセージが
披露された後、大会宣言（案）が井上全国自治会連合
会副会長より読み上げられ、満場一致で採択されまし
た。

　続いて、全国自
治会連合会会長表
彰が行われ、95名
が受賞されました。
鳥取市自治連合会
西原牧夫副会長も
この表彰を受けら
れたことは大変名

誉に思います。また、叙勲受章者では全国自治会連合
会推薦の令和６年秋と令和７年春の受章者、10名も発
表されました。
　記念講演では、富山大学名誉教授竹内章氏が「迫る
南海トラフ地震と富山への影響 ― 正しく恐れ、しっ
かり備えよう ― 」と題して、過去の中部３大地震の
様子を詳しく説明し、「富山では地震は起きない」と
いう勝手な思い込みは捨て、歴史と科学に基づいた備
えを進め、地域全体で防災・減災・そして事前復興の
取り組みを進めることが重要だと語られました。
　続いての活動発表では、井波地域づくり協議会が「次
代へ繋ぐ地域づくり活動」と題して、過疎の町の地域
づくりの取り組みを、富山県上市町稗田町内会が「Ｉ
ＣＴを活用した町内会の取り組みについて」を発表さ
れました。
　次回の全国大会は、香川県で開催されます。
� （文責：土橋　周美）

令和７年度令和７年度
研修視察報告研修視察報告

令和七年度 令和七年度 
全国自治会連合会富山県富山大会に参加して全国自治会連合会富山県富山大会に参加して
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自
治
連
合
会
は
、
鳥
取
市

四
十
一
地
区
の
地
区
会
長
が
年

間
六
回
集
い
、
地
区
会
長
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
地
区
会
長

は
鳥
取
市
か
ら
の
要
望
や
伝
達

な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に

持
ち
帰
り
、
地
区
の
町
内
会
長

さ
ん
や
区
長
さ
ん
と
話
し
合
い
、
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
の
地
区

会
長
会
や
自
治
連
合
会
は
、
鳥
取
市
か

ら
の
一
方
通
行
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

地
区
会
長
会
か
ら
出
た
意
見
を
、
自

治
連
合
会
を
通
し
て
、
今
以
上
に
、
鳥

取
市
に
提
案
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

�

（
広
報
委
員
長　

森
田　

松
雄
）

編 後集 記

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
お
よ
び
、
相
次
ぐ
町
内

会
・
自
治
会
の
退
会
に
よ
り
、
運
営
の
舵
取
り
が
年
々

難
し
く
な
っ
て
い
る
昨
今
、
当
若
葉
台
で
は
本
年
度
よ

り
大
幅
な
組
織
改
革
と
行
事
の
統
廃
合
を
行
い
、
歯

止
め
を
か
け
る
べ
く
対
策
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　

ま
ず
特
に
若
い
世
帯
の
意
見
を
広
く
聞
き
取
り
、

行
事
の
強
制
的
参
加
や
、
会
議
の
た
め
の
会
議
等
、

過
剰
な
役
員
負
担
や
時
間
的
拘
束
の
長
さ
、
さ
ら
に

は
高
額
の
町
内
会
費
に
不
明
瞭
な
会
計
等
、
現
状
の

問
題
点
を
洗
い
出
し
た
う
え
、
ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧
に
自

治
会
と
ま
ち
づ
く
り
が
協
力
し
、
取
り
組
ん
だ
。

　

具
体
的
に
は
地
区
の
二
大
行
事
で
あ
る
、
夏
祭
り

と
文
化
祭
を
ひ
と
つ
の
パッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
と
ら
え
、
青

少
年
育
成
お
よ
び
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
、
拠
点

を
小
学
校
に
移
し
た
う
え
、
そ
れ
ま
で
外
部
委
託
に

し
て
い
た
飲
食
を
各
町
区
に
割
り
当
て
る
等
、
内
容

を
入
れ
替
え
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
約
し
た
。
結
果
、
か
か

る
日
数
を
半
分
に
抑
え
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
協
力
的
で

な
か
っ
た
現
役
世
代
の
参
画
も
増
え
、
さ
ら
に
は
地
域

の
新
た
な
繋
が
り
も
芽
生
え
る
こ
と
と
な
り
、
新
生

夏
祭
り
お
い
て
は
約
八
百
名
の
参
加
と
、
近
年
に
な
い

活
況
を
呈
し
地
域
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
。　

　

そ
の
他
行
事
で
も
例
年
ど
お
り
の
悪
し
き
習
慣
は

捨
て
、
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
行
事
や
費
用
対
効
果
の
薄
い

も
の
は
極
力
廃
止
し
、
事
前
の
会
議
も
含

め
年
間
を
通
じ
て
の
役
員
負
担
を
大
幅
に

削
減
し
た
。

　

次
に
組
織
改
革
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
専
門
部
門
を
、
す

べ
て
取
り
払
い
ひ
と
つ
に
し
、
役
員
数
を
減

ら
し
た
う
え
、
構
成
員
も
半
分
に
す
る
等

ス
リ
ム
化
し
た
。
な
お
自
治
会
に
つ
い
て
は

来
年
度
、
本
格
的
に
着
手
す
る
。

　

こ
れ
ら
案
件
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、

役
員
の
大
幅
な
負
担
減
と
予
算
の
効
率
化

が
可
視
化
さ
れ
、
今
ま
で
自
治
会
・
町
内

会
運
営
に
否
定
的
だ
っ
た
意
見
も
、
概
ね

減
少
傾
向
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
但
し
、
ま

だ
道
半
ば
で
あ
り
、
来
年
度
、
再
来
年
度

と
さ
ら
な
る
改
革
を
進
め
、
次
世
代
に
繋

ぐ
べ
く
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

若
葉
台
地
区

今
求
め
ら
れ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

今
求
め
ら
れ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

��

シ
ュ
リ
ン
ク
（
賢
く
縮
む
）
の
実
践

シ
ュ
リ
ン
ク
（
賢
く
縮
む
）
の
実
践

　
若
葉
台
地
区
自
治
会

　
若
葉
台
地
区
自
治
会  

��
会
⻑
会
⻑
　　
下
地
正
之

下
地
正
之
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長
年
住
民
自
治
活
動
の
推
進
に

ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
令

和
七
年
度
自
治
会
等
地
縁
団
体
功

労
者
総
務
大
臣
表
彰
（
全
国
自
治

会
連
合
会
推
薦
）
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

祝
総
務
大
臣
表
彰

　

新　

潤
一 

元
鳥
取
市
自
治
連
合
会
副
会
長

（
現
稲
葉
山
地
区
会
長
）


